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１．開 会  

  

○ 事務局  

１ 開 会 

 ただ今より、令和５年度第３回目の策定市民委員会を開催いたします。 

 本日、ご出席いただいた委員の人数は、２６名中２５名となっております。委員の過半数

が出席となっているため、第３回策定市民委員会が成立していることを宣言いたします。 

 それでは、まず始めに、お手元の配付資料の確認をさせていただきます。 

 今回の資料につきましては、 

 ・資料１ 第２回策定市民委員会ご意見・ご提言集約結果 

 ・資料２ 高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画の主な論点の振り返り 

 ・資料３ 策定市民委員会における意見と、第９期計画策定に係る意見書(案）について 

・資料４ 第９期 釧路市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画策定に関する意見書(案） 

 ・資料５ 介護保険料について 

 ・資料２・３・４と、資料５の説明資料 

 また、別添様式として、 

 ・別添１ 第９期計画に関する意見書案の不備等について 

 ・別添２ 介護保険料に対する意見について  以上となっております。 

 配付漏れはございませんでしょうか。よろしいでしょうか。 

 それでは、これより会議の議事・進行につきましては、設置要綱第３条第３号の規定に基

づきまして、委員長にお願いしたいと思います。委員長よろしくお願いいたします。 

 

 

２．議 題  

（１）報告事項 ・第２回 策定市民委員会ご意見集約結果  

 

〇 委員長 

 それでは、これから議事に移りたいと思います。 

 本日の議題につきましては、まず、報告事項として、第２回策定市民委員会ご意見集約結

果、次に、協議事項として、第９期釧路市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画策定に  

関する意見書案について、介護保険料についてとなっております。 

 報告事項の「第２回 策定市民委員会ご意見集約結果」について、先日、書面開催された

第２回策定市民委員会におけるご意見は、配付資料のとおりとなっておりますので、ご確認

をお願いいたします。 

 

（２）協議事項 第９期 釧路市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画策定に関する意見

書（案）について  

 

○ 委員長 

次に、協議事項に移ります。 

１つ目は、第９期釧路市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画策定に関する意見書案に

ついてです。 

 私が、第１回目の委員会で委員長に選任されたときの挨拶の中で、「この委員会の役割は、

令和６年度から８年度までの第９期計画策定のため、皆様方の提言や意見を賜り、それを市
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長に提案すること」とお話しをさせていただきました。 

 今回、事務局の方で、これまでの委員会における皆様のご意見を踏まえながら、当委員会

としての意見書案を取りまとめましたので、これより協議して参りたいと思います。 

 それでは、第９期釧路市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画策定に関する意見書案に

ついて、事務局より説明願います。 

 

○ 事務局 

協議事項の一つ目、第９期釧路市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画策定に関する意

見書案について、私から説明させていただきます。 

 失礼ですが、着席にてご説明いたします。 

第１回・第２回の策定市民委員会において、委員の皆様から、多くのご意見・ご提言をい

ただきました。ありがとうございます。 

意見書案の作成にあたり、まず、皆様から頂いたご意見等の要素を抽出し、資料２のとお

り、要約を行いました。 

この要約を基に、第９期計画に反映すべき項目を整理し、資料３のとおり、意見書案を作

成しております。 

意見書案への反映状況につきまして、何点かご説明いたします。 

資料３の４ページ下段「認知症施策の推進」では、左側の「認知症に対する正しい知識の

理解を幅広い世代に普及、啓発するための取り組みが必要である」や「認知症の人の尊厳を

守り、地域で生活できる環境が必要である」などの意見の要約を基に、右側の「認知症の人

が尊厳を保持し、住み慣れた地域で安心して生活を続けられる環境を構築するため、幅広い

世代に対し認知症に関する正しい知識と理解のさらなる普及啓発に取り組む必要がある。ま

た、認知症の早期診断・早期対応に向けた相談機関の充実を図り、適切に医療・介護に繋げ

る必要がある。認知症の人やその家族等に対してのサポートは重要であり、地域での交流の

場や居場所づくりを含めた、認知症の人を包括的にケアする仕組みの深化が望まれる。」とい

う意見書案を作成しました。 

５ページ下段「地域包括支援センターのあり方」では、左側の「地域包括支援センターの

総合相談窓口は重要であり、より一層相談しやすい環境の整備に努める必要がある。」などの

意見の要約を基に、右側の「地域包括支援センターは、身近な相談窓口として重要な役割を

果たしており、相談件数等の増加によるさらなる体制の整備が求められている。このことか

ら、相談支援業務の委託や人員の補充などにより、相談窓口としての機能を維持し、より一

層相談しやすい環境の整備に努める必要がある。なお、委託の際には、個人情報保護を徹底

する措置が必要である。また、高齢者のより詳細な実態を把握するための取り組みが望まれ

る。」という意見書案を作成しております。 

 ６ページの下側「介護人材の確保」では、左側の「介護職であることに生きがいをもって

働けるよう、魅力の向上や、処遇改善に取り組む必要がある。」などといったご意見の要約が

ございます。それに対して右側、「介護人材確保事業を推進し、より多くの人材が確保できる

よう努めることが必要である。また、介護職の魅力の向上や処遇改善等、介護職員がやりが

いを持って働ける環境の整備が重要であることから、他の自治体での取り組みも参考にしつ

つ、効果的な事業の構築が求められる。なお、介護人材については、在宅介護に欠かせない

介護支援専門員の確保についても、考慮することが必要である。」という意見書案を作成して

おります。なお、この介護支援専門員の箇所につきましては、６ページの上側の要約を基に

作成しております。 

 次に、８ページ目の一番下、「介護保険料の負担の抑制について」では、左側の要約を基に、
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右側の「低所得の高齢者が増加する中、物価高騰の影響により、経済的に困窮する世帯がさ

らに増えていることから、第９期計画においても、介護保険料の上昇を抑制することが必要

である。」という意見書案を作成しております。その他の項目につきましても同様に作成させ

ていただきました。 

本日は、事務局で作成いたしました意見書案につきまして、計画に反映すべきご意見等の

拾い漏れや、ご意見と意見書案との間の不整合がないかなどをご確認いただきたいと考えて

おります。 

説明は以上となります。どうぞご審議くださいますよう、よろしくお願いいたします。  

 

○ 委員長 

 ただ今、事務局から、第９期釧路市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画策定に関する

意見書案について説明がありましたが、こういう文書にした方が良いですとか意見がありま

したら、どうぞお出しいただきたいと思います。いかがでしょうか。 

 

○ 委員 

意見書の認知症施策の推進のところです。意見書そのものがたくさんの文言とはならない

と思うので、要約の要約になっているかと思いますけれども、認知症を考える時にやはり家

族の立場とか家族のケアを切り離しては考えられないのだろうなと思うんですね。 

介護保険の色々なサービスの中に、家族そのものを支援するサービスは非常に少ないわけ

です。特に認知症の場合は、家族がどういう風に当事者に関わるかということが、在宅の介

護の場合に非常に大きなポイントになると思うので、そこについて、この意見書の中に文言

として入っているということは、非常に優位性の高いものじゃないかという風に思いました。 

  それから、発症後に対応するだけではなくて、発症前から予防とか早期発見とか居場所づ

くりや交流の場ということに触れられているということも、少ない文言の中で、非常に画期

的なことだと思うので、これはあくまでも総論として書いてあると思うので、この内容を各

論の中で、地域の実践の中で豊かにしていければ、非常にいい地域の活動になっていくので

はないかと思いました。 

 

○ 委員長 

事務局で一番最初に説明したのがこの認知症施策の推進の文言でした。委員の発言、勇気

は、事務局にとってはとても感銘を受けたのではないかと思います。  

  他にないでしょうか？ 

  事務局の２点目で説明したところは、地域包括支援センターの在り方についてでした。地

域包括ケアシステムを母体にして進めていくのであれば、包括支援センターの在り方が問わ

れます。人の問題もあるだろうと思いますが、いかがですか。 

 

○ 委員 

資料３の５ページ目の⑦地域包括支援センターの在り方のところですが、居宅介護支援事

業所への業務委託について、「事業所ごとに対応の格差が出ないようにする必要があり、個人

情報保護の順守も必要である」という要約があって、意見書には「格差が出ないように」が

消えていて書かれていないが、そこは重要ではないかと考えていて、盛り込んだ方がいいの

ではないかと思っています。個人情報ばかりではなくて、やはり、相談した時に、事業所に

よって、格差が出ることはあってはいけないことかなという風に思っています。 
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○ 事務局 

居宅介護支援事業所にもし委託するとなれば、様々な居宅介護支援事業所がありますので、 

事業所によって相談者への対応の内容が変わるというのは問題があると思いますので、対応

の格差の件につきましても大事な視点と思われますので、意見書の方に加えることを検討さ

せていただきたいと思います。 

  

○ 委員長 

ありがとうございました。検討させてください。 

 他によろしいですか。 

 ご意見がないようですので、私と事務局とで検討させていただきます。 

 では、この意見書案をもって、若干訂正があるかもしれませんけれども当委員会の計画策

定に関する意見として、市長へお渡ししたいと思います。 

 日程については、１１月１０日を予定しております。私が委員会を代表して、お渡しした

い思います。 

 

 

（２）協議事項 介護保険料について  

  

○ 委員長 

次に協議事項の２つ目、介護保険料についてです。事務局より説明をお願いします。 

 

○ 事務局 

第９期計画における介護保険料の考え方について、ご意見を伺いたく、今回議案を提出さ

せていただいております。 

資料５をご覧ください。介護保険料につきましては、２ページ目に記載のとおり、介護給

付費の増や、第１号被保険者の負担割合の増といった要素により、釧路市では、介護保険制

度開始当初の約 1.8倍となっておりまして、全国的に同様の状況となっております。 

３ページ目をご覧ください。第８期計画では、基準となる第５段階におきまして、月額

5,650 円となっております。市民税の課税状況や所得金額等を基に各種段階が設定されており

まして、基準額にそれぞれの乗率を掛けて算出された介護保険料を被保険者の皆様からいた

だいているという風な介護保険料の仕組みとなっています。 

４ページ目をご覧ください。介護保険料の段階や乗率につきましては、現在、国で９段階

となる標準段階を示しておりますが、基準額より上の段階につきまして、ほとんどの市町村

で独自の段階や乗率を定めており、釧路市においても、独自に設定しております。 

なお、この段階や乗率の設定にあたりましては、下段のとおり、策定市民委員会における

ご意見を踏まえて、定めてきた経過がございます。 

５ページをご覧ください。第９期計画にあたりまして、国では、標準段階を改正し、さら

なる多段階化や乗率の変更が検討されているところです。一番右側に国の検討案の例を記載

しております。現在、介護保険制度改正に関しまして、国の決定が先延ばしされている状況

でありまして、この国の考え方も一例として示されたもので、決定されたものではありませ

んが、これまでの国の議論から、多段階化や乗率変更による高所得者への負担増による低所

得者への負担軽減措置がされると想定されるところです。 

  論点を６ページに記載しておりますが、この国の負担の考えを背景とした、国の標準段階

改正の動きを受けまして、釧路市の介護保険料の段階や乗率をどのように考えればよいか、
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委員の皆様にご意見いただきたいと考えております。 

  説明は以上です。 

    

○ 委員長 

 ただ今、事務局から、「介護保険料」について説明がありました。まだ、国でははっきりと

示していないそうですけれども、釧路市ではどういう設定が良いのか皆さんのご意見を願い

たいということですので、どうぞお出しください。 

  

○ 委員 

 私自身は７３歳に間もなくなるのですけれども、間もなく介護保険を利用しないといけな

い身体の状態になるのではないかという心配もしている１人なんですけれども。 

私の事情から申し上げますと、なかなか高額の介護保険料を払って、高度なサービスを受

けたいとしてもなかなか受ける条件というのは作れないではないかと思ったりしています。 

つまり、年金生活でどれほどの介護利用料を払いながら私の終末をどうやって過ごそうか

ということになると難しいものがありますから、できるだけ介護保険料を上げないでいただ

きたい。サービス利用料も上げないでいただきたいと思っています。 

  ところがですね。介護サービスを受けようとするならば、介護サービスを提供してくれる

事業所で働いている職員さんが、今、処遇改善など言われていますけれども、つい先日も国

会で処遇改善 6,000 円という発言がありましたが、それは全て介護保険料に関わってくるん

だと思いますけれども、国の政策として何らかの形で円滑な介護サービスの運営ができるよ

うに、事業所さんにも負担が及ばないようにした良い方法が何か考えられないのかなと思っ

ています。 

ですから、釧路市では最後の方に、国の状況を踏まえてご意見をいただきますという風に

なっていますけれども、今までも国の動きに応じて善処していきますという恰好だったと思

います。 

釧路市もこれから高齢者が増えてきますから、できるだけ国にそういう風な意見が伝わり

やすい方法とか様々な対策を取っていただいて、これから介護保険を利用する者にとって、

少しでも安心できる体制を作っていただきたいと思います。 

と同時に、私に関係した人なんですが、介護保険を利用しなければならない身体の状態に

なっているのに、なかなか介護保険を利用しようとしていないんですよね。または、どんな

サービスがあるのかよくわからないということが耳に入ってきたりしています。 

できるだけ多くの人が利用できるような条件というのも、つまり我慢しすぎるととんでも

ないことになりますから、我慢しすぎないように利用できるような制度であってほしいと思

って考えています。 

ぜひ、善処していただけたら嬉しいです。よろしくお願いいたします。 

   

○ 委員長 

ありがとうございました。 

他の委員の方々、どうでしょうか。 

  では、さきほど委員がお話したようなことで、ぜひ考えてもらいたいということで、よろ

しいですか。 
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○ 事務局 

 ご意見ありがとうございました。 

さきほど、サービスが使えないとか、制度がわからないという方がいらっしゃるというお

話し、これまでのご意見の中でも色々と皆さんからいただいておりまして、意見書案の中で

も盛り込んでおりまして、（資料３）８ページですね、制度の周知というところで、「介護が

必要となった際に、介護サービスを適切に利用できるよう、介護保険制度の周知を強化する

ことが必要である。」という文言を入れさせていただいております。 

 介護保険料についてですが、国の報酬改定がこれから議論されているところで、保険料等

の影響を受けてきますので、その辺に注視しながら釧路市としてもなるべく負荷がかからな

い、負担を抑制するような措置を考えていきたいと考えております。 

 

○ 委員長 

ありがとうございました。他にご意見等ありませんか。 

 

○ 委員 

今、委員の方から介護保険の徴収についてのお話があったのと、市役所の方からもそのよ

うなお話があったので事業所側としてお話しをさせていただこうと思います。 

  私たちの事業所としては、人手が全然間に合っていないというのが正直なところです。 

今までは辞めていった人たちは、他の事業所に行くというのが今まででした。ですが、今

は他産業に行ってしまう。福祉の事業所では食べていけないから、他の働き場所に働き口を

探しに行くというような状況になっておりますので、そこはご理解をいただきたいなという

のと、もう一つ、介護保険の事業が使いづらいという部分においては、ケアマネージャーが

圧倒的に足りない。今の釧路の現状だと思うんですね。特に阿寒地区、音別地区は、サービ

スを使いたくてもケアマネがいないからケアプランを立ててもらえない状況に今あると思う

ので、その辺は保険者がプランを立てていくようにしていくのか、ケアマネを取っていただ

く方を促進していくのか、何か手立てを考えていかないと、当然、介護保険事業を担ってい

くところもどんどん減っていくでしょうし、ケアマネージャーがいないとケアプランを立て

てくれるところもないということになると介護保険事業がいくらあっても使えないというよ

うなことに繋がりかねないので、その辺についても、全体的にご議論いただければありがた

いなという風に思います。 

 

○ 委員長 

  委員の今のお話ですが、意見書案の中の介護人材の確保というとこで少し取り上げて、介

護支援専門員の確保についても考慮するということが書いておりますが、もっと明確にとい

うことですか。いかがでしょうか。 

 

○ 委員 

介護保険を使いたくてもプランが立たなくて使えないという人が出てくると思うので、そ

ういう方々がいないようにしていっていただきたいという風に思います。 

 

○ 委員長 

  これも少し事務局の方で難しい問題ですけどもご検討いただきたいと思います。 
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○ 事務局 

意見書の書きぶり等を検討させていただきたいと思います。 

 

○ 委員長 

 他にありませんでしょうか。 

 では、今出た観点から検討させていただいて、次の委員会に出したいと思います。 

 

 

（３）その他  

 

○ 委員長 

 では、その他に移らせてください。本日の議題全般にわたって、あるいは他の事項でも結

構ですが、何かご意見、ご質問等はございませんでしょうか。 

 ないようですので、事務局から何かありますか。 

   

○ 事務局 

意見書につきまして、１１月１０日(金）に委員長より市長に手交させていただきます。 

本日ご指摘いただいた事項以外に、表現方法等に何か不備がございましたら、日程が短く

て大変申し訳ないのですけれども、今週中までにご連絡いただけますと、意見書案の作成の

参考にさせていただくことができるのかなと思っております。 

 次回、第４回の委員会につきまして、１１月２２日(水）午後６時から、こちらの会場での

開催とさせていただくご案内をさせていただいております。すでに出欠のご連絡をいただい

ている委員さんもおられますけれども、出欠のご報告が１１月８日(水）までとなっておりま

すので、ＦＡＸや電話、メールなどでお知らせいただきますようお願いいたします。  

事務局からは以上です。 

 

○ 委員長 

 次回の委員会は、１１月２２日となっておりますので、１１月８日までに出欠について事

務局の方にお知らせください。 

 他に何かありませんか。 

 それでは、以上をもちまして、本日の委員会を終了いたします。 

 委員の皆さま、ありがとうございました。 

 

 

３．閉 会  

 

○ 事務局 

 委員長、ありがとうございました。 

 以上を持ちまして、令和５年度第３回策定市民委員会を終了させていただきます。 

 

 


